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八重山諸島小浜島からのニューギニアウナギの記録

仲宗根和哉 1

A single specimen of Anguilla bicolor pacifica Schmidt, 1928 
(Anguillidae) from Kohama-jima island, Ryukyu Islands (Oki-
nawa Pref.), Japan represents the first record of the species from 
the island. The species has previously been recorded from Irio-
mote-jima island (Okinawa Pref.), Yaku-shima and Tanega-shi-
ma islands (Kagoshima Pref.), and the east coast of Kyushu 
(Miyazaki Pref.) in Japan.
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 Abstract

ニューギニアウナギ Anguilla bicolor pacifica Schmidt, 

1928は，熱帯域に分布するウナギ属魚類で，本種は日本

国内では鹿児島の県屋久島において初めて生息が確認され

た（Yamamoto et al., 2000）．その後，本種は八重山諸島な

どで生息が確認され，現在では北限記録の宮崎県以南に

分布すると考えられるが，記録は宮崎県の数河川，種子島，

屋久島，西表島に限られている（Yamamoto et al., 2000；波

戸岡，2013；関屋ほか，2017; Hagihara, 2022；井上ほか，

2022）．このように本種は国内での生息情報や生態情報が

乏しいことから，沖縄県および環境省のレッドリストにお

いて情報不足種として掲載されている（立原，2017）．

2024年 1月 23日に八重山諸島の小浜島の石長田海岸に

面する湿地から 1個体のニューギニアウナギを採集した．

上述の通り，同島におけるニューギニアウナギの出現記録

は報告されていない．また，今回得られたニューギニアウ

ナギは採集後，胃内容物を吐き出した．先述の通り，日本

における本種の新産地や食性の記録の集積は重要と考えら

れるため，今回採集された標本の記録と胃内容物を報告す

る．

材料と方法
計測方法は Yamamoto et al. (2000)にしたがった．全長

以外の計測はノギスを用いて 0.1 mm単位まで行った．生

鮮時の体色は写真と撮影時の観察に基づく．Total length

は TLと略記した．本報告で用いた標本は琉球大学魚類学

研究室（University of the Ryukyus, Ichthyological Laboratory: 

URIL）に保存されている．

Anguilla bicolor pacifica Schmidt, 1928

ニューギニアウナギ
（Fig.1; Table1）

標本　URIL 00976，全長 654 mm，沖縄県八重山郡竹富

町小浜島　石長田海岸（24°20′23.6″N 123°58′13.5″E），水

深 10 cm，タモ網，2024年 1月 23日，仲宗根和哉採集．

記載　計測値は Table 1に示した．体は円筒形で細長い．

肛門は体の中央よりやや前方に位置する．尾部は肛門前長

より長く，後方に向かい徐々に側扁し，先端はほとんど尖

らない．頭部は大きく，眼は口裂中央の上に位置する．吻

は短く丸みを帯び，吻長は眼径の約 3倍．下顎は上顎より

突出する．前鼻孔は管状で，吻端のわずかに後方に位置す

る．鰓孔は体側の下方に開口し，スリット状．背鰭起点は

肛門のほぼ直上に位置し，臀鰭起点は肛門の直後に位置す

る．尾鰭先端は丸く，背鰭，尾鰭，臀鰭は連続する．胸鰭

はやや前後方向に長い楕円形で下顎長とほぼ同じ長さ．

色彩　生鮮時の色彩は，背面から体側は暗褐色で，腹
面は薄い黄茶褐色から白色．尾部は後方にむかって徐々に

暗褐色を呈する．下顎の上部は灰色で，腹面は黄褐色から

白色．管状の前鼻孔は黄橙色で基部付近は白色．背鰭から

尾鰭は体の背面同様の暗褐色．臀鰭は前半部が白色で後方

は薄い黄茶褐色．胸鰭は暗褐色で基部は黄色がかる．

分布　本亜種はインドネシア，ニューギニア，フィリ
ピン，台湾，中国の福建省，南日本にかけての西太平洋に

分布する（波戸岡，2013；立原，2017）．日本国内におい

ては，宮崎県，種子島，屋久島，西表島，小浜島で確認さ
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れている（Yamamoto et al., 2000；波戸岡，2013；関屋ほか，

2017; Hagihara, 2022；井上ほか，2022；本研究）．

生息環境　本報告の標本が採集された小浜島は，これ
までにニューギニアウナギが記録されていた西表島に隣接

する小規模な島である．採集地の石長田海岸にはマング

ローブ林があり，防波堤を挟んで内陸側に浅い湿地が形成

されている．海岸のマングローブ林と内陸の湿地はいくつ

かの暗渠で連続しており，湿地には海水の影響を受ける汽

水域と淡水域が混在する．ニューギニアウナギの標本は，

夜間に湿地内の淡水域で採集された．採集場所は止水で，

水深は浅く，底質は泥状であった（Fig. 2）．国内における

本種の生息環境は，湿地や休耕田，水田域の水路などが知

られており（立原，2017；井上ほか，2021），今回の採集

環境からも，本種は底質が泥の湿地環境を好んでいると推

察される．

備考　記載標本は，体に斑紋がないこと，背鰭起部が
肛門のほぼ直上に位置し，全長に対する肛門―背鰭始部

間距離の割合が 0.1%と小さいことから，Tesch (2003)，波

戸岡（2013）および Kita et al. (2021)が示したニューギニ

アウナギ Anguilla bicolor pacificaの形態的特徴と一致した

ため，本亜種に同定された．

本研究の標本は，採集後に複数の砕けた貝類片とカニ

類の脚を吐き出した．貝類片は 4個体分が得られ，殻表

面には規則正しく配列した縦張肋があり，螺条脈と交差

し凹凸を造り，茶褐色から黄褐色の地色にジグザグの褐

色斑をもつ特徴と殻色から増田・内山（2010）にしたが

いヌノメカワニナ Melanoides tuberculatus (Müller, 1774)に

同定された．カニ類は鉗脚の形態からオオヒライソガニ

属 Varunaおよびベンケイガニ科（おそらくカクベンケイ

ガニ属 Parasesarma）に同定された．西表島の水田から得

られたニューギニアウナギは，ヤエヤマヒメアマガエル

Microhyla kuramotoi Matsui and Tominaga, 2020やその他の

カエル類を捕食していることが報告されており（井上ほか，

2021），本種は生息環境に合わせて様々な生物を捕食して

いると推察される．

なお，調査期間中に小浜島の石長田海岸の湿地において

確認できたニューギニアウナギは本報告の 1標本のみであ

り，同地では，カダヤシ Gambusia affinis (Baird and Girard, 

1853)，ホシマダラハゼOphiocara ophicephalus (Valenciennes, 

1837)，ゴマフエダイ Lutjanus argentimaculatus (Forsskål, 

1775)，オオウナギ Anguilla marmorata Quoy and Gaimard, 

1824，およびボラ科魚類が目視で確認された．

Fig. 1. Fresh specimen of Anguilla bicolor pacifica, URIL 00976, 654 mm TL, Kohama-jima island, Ryukyu Islands, Japan.

Table 1. Measurements of Anguilla bicolor pacifica from Koha-
ma-jima island, Ryukyu Islands, Japan.

URIL 00976
Total length (mm) 654
% of TL
Predorsal length 39.4
Preanal length 39.6
Ano-dorsal length 0.1
Head length 13.5
Body height at dorsal fin origin 6.1

% of Head length
Eye diameter 8.3
Snout length 18.9
Upper jaw length 27.0
Lower jaw length 28.2
Pectoral fin length 32.2

Fig. 2. Habitat of Anguilla bicolor pacifica in Kohama-jima is-
land, Ryukyu Islands, Japan (URIL 00976, 654 mm TL).
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